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慶南大学校における
国際シンポジウム報告

専修大学商学部助教授　生田目　崇

Report on the international Symposium

at Kyungnam University

senshu Unive,sity, School ｡f C｡mmerce Takashi Namatame

専修大学商学研究所では,かねてより商学分野

の研究範囲および分野の拡充･拡大を目指してお

り,その一環として, 2005年に韓国･慶南大学

校慶南地域問題研究院と組織間協定を結んだ｡慶

南大学校は韓国南部,釜山より車で約1時間ほど

の馬山市にあり,文理の両方の学部を備えた総合

大学である｡地域問題研究院は,特に馬山市圏を

中心とした,地域諸問題解決のための機関として,

学部とは独立に設置されており,産官などからの

受託研究を広くおこなっている｡

周菱†

シンポジウムの様子

本協定では,それぞれの国家発展のために大学

がすべきこと,また,地域との共生の観点から大

学が地域に対してどのようにアプローチすべきか

について,両機関共通もしくは個別の問題につい

て議論しあうような交流活動を目指している｡

この協定を足がかりに,研究ならびに人的交流

を行っており,情報交換も兼ねて年に一度のシン

ポジウムを開催してきた｡ 2005年度は専修大学

神田キャンパスにて両機関の関係者を集めた国際

シンポジウムを開催した｡ 2006年度は5月19日
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( 金) に ， 慶南大学校 に て 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム が 開

催 さ れ た 。 こ の 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム は ， 両研究所か

ら の研究報告 に 加 え て ， 慶南大学校が協 定 を 結 ん

で い る 中 国 人民大学か ら の 報告 も 同 時 に 行 わ れ ，

前 回 よ り さ ら に 大規模 に 開 催 さ れ た 。 専 修大学商

学研究所か ら は 上 田 和 勇 所長， 美徳沫特 別 研究員

な ら び に 生 田 目 が 出 席 し た 。

当 日 は 慶南大学校院長室 に て 報告者同 士 の 紹 介

を 行 い ， 続 い て 以 下 の プ ロ グ ラ ム で シ ン ポ ジ ウ ム

が 開 催 さ れ た 。

開 会 の 辞

成 泰鉱 (慶南地域問題研究院 院長)

祝辞

朴 在圭 ( 慶南大学校 院長)

基調 講演

成 果隆 ( 国家均衡発展 委 員 会 委 員 長)

第 1 報告

全 夏成 ( 慶南大学校経営大学院 院長)

第 2 報告

李 義平 ( 中 国 人民大学政治経済学科 教授)

第 3 報告

上 田 和 勇 ( 専 修大学商学部 教授)

総合討論

李 相 天 ( 昌 原革新 Cluster 推 進 国 団 長 )

李 相子 ( 慶南 大学校 Nano 工学科 教授)

開 会挨拶 ， 祝辞 に ヲ | き 続 き ， 基調講演が行 わ れ

た 。 基調講演 を お こ な っ た 成 果隆氏 は 韓 国 ・ 国 家

均衡発展 委 員 会 に 所属 し て お り ， 日 本 な ら ば， い

わ ば経 済 産 業 省 の 第一線で活躍 し て い る 国 家官僚

と い う べ き ポ ジ シ ョ ン に あ る O 現在， 韓 国 で も 地

域格差や 地域発展 に 関 す る 問 題が大 き く 取 り ざた

さ れ て お り ， 本講演 で は ， 韓 国 の 現状， 特 に 慶南

地域 の 地域 問 題 の 現状や ， 釜 山 な ど の 近 隣都市，

お よ び首都 ソ ウ ル と の 関 わ り に つ い て 行政 の 立場

か ら の 興味深 い 話 が あ っ た 。 ま た ， 地域 に お け る

大学 に 期 待 さ れ る 役割 に つ い て も 論 じ ら れ た 。

続 く 第 l 報告 で は ， 慶南大学校経営大学院の 全

院長か ら 地域社 会 に け る 大学 の 役割 に つ い て 報告
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さ れ た 。 地 域 社 会 と 大 学 が 共 同 発 展 の た め に

「産 ・ 官 ・ 学J 協 力 体制 は 非 常 に 重 要 で あ る が，

現時点 で は そ の 協 力 体制 がや や 形式 的 で あ る O し

た が っ て ， そ の 体制 の 見直 し が必 要 で あ る と 主張

し た 。 さ ら に ， 地方大学が地域社 会 の 中 で 在立基

盤 を 確 立す る た め に は ， 地 方 自 治 体 と 連携す る 協

調 関 係 の 構 築 が必 要 で あ る と 主張 し た O

第 2 報告で は ， 中 国 人民大学政治経済学科 の 李

教授か ら ， 中 国 経済変革 と 中 国 大 学 の 変革 と い う

タ イ ト ル の 講演 が行 わ れ た 。 中 国 は ， 韓 国 や 日 本

と 異 な り ， い ま だ 人 口 増 加 が続 い て お り ， ま た 国

に よ り 進 め ら れ て い る 開 放政策が， 国 民 ， 特 に 都

市 部 の 生 活 を 大 き く 変 え て お り ， 地域 の さ ま ざ ま

な 活動 に 対す る 大学 の あ り 方 の 変化 や 将 来 に つ い

て 語 ら れ た 。

第 3 報告 は 商学研究所上 田 所 長 か ら は ， 地域社

会 に お け る 大学， 研究所 の 役割 を 検討す る と い う

こ と は ， I社 会 と 大 学， 研 究 所 の 関 係」 を 検討す

る こ と で あ り ， そ の 中 心 は 「社 会が大学や 研究所

に 期 待 し て い る 何 か ( 社 会 的価値) を 継続 的 に 創

造 し て い く こ と 」 と な る O そ の た め に は ， ①社 会

が大学や研究所 に 期 待 し て い る こ と は 何 か を 明確

に し ， ②そ れ を ど う い う 形 で価値創 造 し て い く か ，

の 2 点 が少 な く と も 検討- さ れ な け れ ば な ら な い と

論 じ た 。 特 に リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 立場か ら ， 日

本 の よ う に 都市 部へ の 集 中 化 が進 み ， かつ 地震 な

ど の 自 然 災害が想定 さ れ る 状況下 に お い て ， 緊急

時 に 備 え て どの よ う な 対策 を と る べ き か ， ま た ，

悠却
上田所長の講演
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悠堕，
新聞記事
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そ の よ う な 問 題 に 対 し て 大 学 が ど の よ う に ア プ

ロ ー チ す る こ と がで き る か ， ま た すべ き か に つ い

て 論 じ ら れ た 。

こ れ ら 各大学か ら の 事例 の 報告 に 続 い て ， 昌 原

革 新 Cluster 推 進 団 の 李 団 長 な ら び に 慶 南 大 学 校

李教授 に よ る 総合討論がお こ な わ れ ， 各 国 の 地

域社 会 の 差 異 お よ び大学 に 期 待 さ れ て い る 産学 関

係 に つ い て 議論 さ れ た 。 都市生活， 大学が さ ら に

具体的 内 容 に つ い て の 報告が な さ れ た 。

本 シ ン ポ ジ ウ ム に つ い て は 学 内 外か ら 多 く の 関

心 が寄せ ら れ ， 当 日 は 1 00 名 を 超す参加者 を 得 た 。

ま た 地域 の 新 聞 社 の取材 も 行 わ れ た 。 図 表 3 は 翌

5 月 20 日 の 慶 南 新 聞 に 掲 載 さ れ た ， 本 シ ン ポ ジ

ウ ム の 様子 を 伝 え る 記事 で あ る O

前 回 ， 2005 年 の シ ン ポ ジ ウ ム で は ， 両 研 究 機

関 の 置 か れ て い る 状況 や ， 現在の研究内容， お よ

び抱 え て い る 問 題 に つ い て の 紹 介が 中 心 で あ っ た

が， 今 回 の シ ン ポ ジ ウ ム で は ， 事例 を 含 め て よ り

実 際 的 な 内 容 に つ い て の 報告が 中 心 と な っ た 。 こ

れ は ， 互 い の 活動 が進 ん だ こ と と と も に ， 両機関

の情報交換 を 含め た 連携 に よ る シ ナ ジ ー 効 果が現

れ つ つ あ る こ と を 示 し て い る の で は な い だ ろ う か。

専修大学 と 慶南大学校 は ， 日 本 と 韓 国 と い う 人

口 動 態 や 都 市 集 中 化 な ど， 国 家 レ ベ ル で似通 っ た

背景 を も っ て い る だ け で な く ， 釜 山 や 東京 と い う

巨 大大都市 を 控 え た 周 辺 中 核 都 市 の 中 に キ ャ ン パ

ス を 持つ と い う 共 通 の 特徴 を 持 っ て お り ， 類 似 し

た 問 題意識 を 多 く の 面 で持つ 。 こ れ か ら も ， 本協

定 に よ る 研究交流 を 積極 的 に 活 用 す る こ と で ， 地

域 問 題 に 対 し て も 共通 の ア プ ロ ー チ も 期 待 で き ，

ま た ， 地域社 会 と 大学 の よ り 深 い 連携が行 え る こ

と が で き れ ば と 思 う D
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